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精神保健学／精神看護学　Mental Health / Psychiatric Nursing

心の健康問題とストレスの研究および専門家の教育を国際的視野から推進

http://plaza.umin.ac.jp/heart/

●	精神保健
●	 精神保健疫学
●	 職場のメンタルヘルス・産業保健心理学
●	 インターネット認知行動療法
●	 周産期のメンタルヘルス
●	 災害精神保健
●	 国際精神保健

●	精神看護
●	 精神疾患を有する人の地域生活支援
●	 精神保健領域における健康自己管理
●	 精神疾患を有する人にとってのリカバリー
●	 ピアサポート

生物統計学／疫学・予防保健学　Biostatistics / Epidemiology and  Preventive Health Sciences

本研究室は、生物統計学・理論疫学の方法論研究と、臨床・疫学研究
遂行におけるコンサルテーション・研究支援を行っています。医学部・
医学系研究科での統計学教育、東大病院臨床研究推進センターが行う
臨床研究の研究計画・統計解析支援、および全国の臨床研究機関のデ
ータセンターを担う将来の生物統計家の育成支援もわれわれの重要な
ミッションです。

http://www.epistat.m.u-tokyo.ac.jp/

●	方法論的研究
●	 疫学・臨床試験のデザイン・統計解析
●	 リアルワールドデータを用いた統計解析
●	 因果推論、欠測データ解析、メタアナリシス

●	共同研究プロジェクト例
●	 認知症プレクリニカル期・プロドローマル期を対象とするトライア
ルレディコホート構築研究

●	 Global Advanced/Adjuvant Stomach Tumor Research 
through International Collaboration (GASTRIC) 研究：個人デ
ータに基づく胃がんに関するメタアナリス

●	 子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）

What is a causal effect? Biostatistics provides the means to 
causal inference from observed data.

Health Sciences and Nursing
健康科学・看護学
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家族看護学　Family Nursing

少子超高齢化や都市化に伴う地域ネットワークの脆弱化、男女共同参画など
の社会の動きに伴って、家族の形態や機能にも変化が生じている。現在の日
本社会は、患者中心ばかりでなく、看護の対象として家族を基本に据える看
護研究に期待している。当教室では、中でも、母子領域と小児領域の家族看
護学研究に焦点をあてている。

●	産後うつと育児困難に関する研究・児童虐待予防
●	慢性疾患をもつ子どもと養育者のためのQOL尺度開発
●	慢性疾患をもつ子どもと家族の移行期支援
●	小児がん経験者の晩期合併症のケアと教育・復学・就労支援
●	家族と地域をつなぐ多職種連携
●	医療的ケアを要する子どものいる家族の介護負担と社会サービスの利用行動
●	死にゆく患者とその家族への援助 (QOL、家族機能に関する研究）

http://www.fn.m.u-tokyo.ac.jp

看護管理学／看護体系・機能学  Nursing Administration/ Advanced Clinical Nursing

当分野では、患者、看護職及びその他の医療従事者、組織、社会のす
べてに幸せをもたらすために、人や組織が潜在的にもつ力を最大限に
引き出す仕組みや方法を明らかにすることを目指している。そのため
に、組織研究のための方法論の開発に取り組みながら、複雑な組織現
象を解明する研究や組織を発展／活性化させる鍵を見出す研究を進め
ている。

●	組織プロセス／マネジメントプロセス
●	職務環境
●	看護組織での現象を理解する研究手法

http://nurs-adm.umin.jp/

地域看護学　Community Health Nursing

全てのライフステージ・健康レベルの人々を対象とする。
地域 ( コミュニティ ) や集団の特性を活かした働きかけを行い、システ
ムを構築することにより、人々の健康と QOL を持続的に維持・向上す
ることを目指す。また、地域ケアの担い手である保健師の支援技術に関
する研究も展開している。

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/chn/

●	地域ケアシステムの整備
●	母子保健活動
●	成人保健活動
●	高齢者保健活動
●	精神保健活動
●	災害時保健活動
●	保健師の支援技術

地域の特性を評価する地域診断

高齢住民に対する健康教育
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母性看護学・助産学　Midwifery and Women's Health

妊娠・分娩・産褥期の心身の変化は、女性の生涯にわたる健康に重大な影響を及ぼし、さらには子どもや家族・社会全
体にも影響する。当教室は、特に周産期における母子の健康に焦点を当て、下記のテーマを中心に行っている。

http://midwifery.m.u-tokyo.ac.jp/

画 / 坂元正一

●	妊娠中の保健指導のエビデンスの創出
●	 健康的なライフスタイル：適切な栄養・体重管理・運動・身体活動・睡眠・メンタルヘルス

●	安心できる出産の支援体系構築
●	 ポジティブな出産体験のための助産ケア
●	 出産恐怖感と心理社会的要因の検討
●	 経会陰超音波による分娩技術の評価
●	 中米エルサルバドルにおける安全な出産・出生のためのプログラム開発
●	 院内助産・助産師外来ケアの評価
●	 Virtual Reality の助産教育に及ぼす学習効果の評価：日豪乳共同研究

●	産後のボディ ･マネジメント支援体系構築
●	 産後の骨盤底障害
●	 産後女性の乳腺炎・乳房膿瘍のリスク要因

●	女性の健康への支援
●	 働く母親・女性の健康支援
●	 プレコンセプションケア

●	新生児に対する保健指導エビデンスの創出
●	 効果的な新生児皮膚トラブル予防法の開発
●	 スキンケアによる皮膚バリア機能・皮膚常在菌叢の変化の検討

高齢者在宅長期ケア看護学／緩和ケア看護学 
Gerontological Home Care and Long-term Care Nursing / Palliative Care Nursing

http://www.adng.m.u-tokyo.ac.jp

●	長期ケアシステムにおける看護ケアの質保証
●	事例研究や現象学を通した現場発看護学の構築
●	地域包括ケアシステム構築と看護の役割
●	長期ケアにおける質指標の開発
●	 IT を活用した看護支援 / 教育プログラムの開発

本研究室では、長期ケア患者・高齢者及び家族への看護活動の質
保証・向上をめざした研究活動を行っている。①「病む・老いる」

「他者をケアする」経験の説明枠組の解明をとおして、「日本の現
場発看護学」の構築を目指し、②病棟、長期療養施設、外来及び
在宅における看護・医療の質向上活動の開発とその評価を行う。

ゲーミングツールを用いた地域づくりワークショップを開催

老年看護学／創傷看護学
当教室は、年を取るのも悪くないと思える社会を目指し、①我慢させな
い療養生活の実現、②自己の苦痛を訴えることができない療養者のため
の新しいケア技術の確立、をミッションとしている。看護学が対応すべ
き臨床上の課題のメカニズムを基礎的に検討し（バイオロジー）、明らか
になったターゲットに介入する機器開発を行い（エンジニアリング）、さ
らにその技術・システムを臨床で評価し、さらに新しい課題を抽出する
という、リバーストランスレーショナルリサーチの手法に基づき、非侵襲、
非拘束、リアルタイムな看護技術・機器の開発・普及を図る「看護理工学」
を実装している。

http://www.rounenkango.m.u-tokyo.ac.jp/

●	難治性創傷の病態解明およびそのマネジメント技術の開発
●	人工知能を用いた次世代看護ケアの開発
●	皮膚状態を反映するバイオマーカーの探索
●	訪問系サービスにおけるロボット技術活用の効果検証
●	点滴の血管外漏出の早期発見・予防のための技術開発
●	エコーを用いた摂食嚥下・排泄支援技術の開発

Gerontological Nursing /
Wound Care Management

リバーストランスレーショナルリサーチの概念図と
それに基づくプロダクト開発


